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〈資料紹介〉25　東洋英和幼稚園保育日誌
東洋英和幼稚園の旧園舎時代（1932年から1962年）の保育
―保育日誌から振り返る―
大　伴　栄　子　
今年（2014年）、東洋英和幼稚園は創立100周
年を迎えます。最初の園舎は、1914（大正 3 ）
年に、女学校の雨天体操場に増設した極めて質
素な木造つくりでした。新園舎（現在からみる
と旧園舎）が建築されたのは1932（昭和 7 ）年
で、鳥居坂町 2 番地にヴォーリズ氏の設計で伝
道館・西洋教師館と共に完成しました。そして、
現在の園舎が1962（昭和37）年に小学部敷地内
に建てられました。
史料室の書庫には1937（昭和12）年から1989
（昭和64）年までの保育日誌が、一部欠落して
いるものの、ずらりと並んでいます。その形式
は自由記述や定められた形式に沿ったものなど
様々で、帳面も大学ノート、メモ帳、一枚ずつ
の所定用紙をまとめたものと色々です。なかに
はあまりの達筆でまた反対に走り書きで読み難
いものやインクが薄れて判読しにくいものもあ
ります。けれども、全体からは激動する時代の
流れの中で繰り広げられる子どもと保育者の生
き生きとした毎日が読み取れます。
創立当初の園舎は先に述べたように雨天体操
場に増設されたもので、バラック建てと記され
るほど質素なものでした。午前の保育が終わる
と午後は生徒が体操に使用していましたから、
大変不便なものでした。ですから、新しく園舎
が完成した時の喜びは計り知れません。引越し
の日、保育主任の福島寿美江先生が感極まっ
て涙でお祈りし、「あゝこの日、このすべては、
私共の心から永遠に消えることはないであろう」
と学院『七十年誌』に記されています。（ｐ.130
～131）
新天地でどのような保育がなされたかを史料
室にある一番古い保育日誌から見てみましょう。
昭和十二年十一月十日（水曜日）　秋晴
自動車が展覧会からかへって来たので、御仕
事に入る。八百屋の店は発展する。久し振り
に久弥さんが来た。三の組は銀杏の実をひろ
いに秋晴の陽に浴す。一の組は八百屋の見学。
五十六名の出席。牛乳はたりず。椅子はたりず
に、久し振りの天気と賑はひ。
ヒヤセンスも太陽にあてる事が出来た。庭の
家も目鼻がついて来た。
十一月十六日（火曜日）　曇　晴
早朝キヨシさん池に落る。着物をきかへるの
がいやで「しぼつて着る着る」となかなかぬぎ
ませんでした。お家から洋服が来てから元気よ
く遊ぶ。自動車完成致しました。ヤオヤの店た
くさんにお野菜と果物出来ました。フミ子ちゃ
ん久しぶりに出席。野菜物を入れるカゴを作り
ました。ヤオヤの店に買ひに行く準備です。
赤羽様訪問、福島。（注：福島先生が対応と
いう意味か）
十一月二十二日（月曜日）　小雨後曇
保育日誌（表紙） 保育日誌
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今日から学校が三十分おそくはじまる様なり
ましたが、八時十五分すぎにはもう二、三のお
子様がみえました。八百屋も遅々として完成に
はときがかかります。忍耐をもってほんとによ
いプランをたててみちびかねばむづかしうござ
います。
ＳＳ（注：教会学校）の子供がきんかんをとり、
ヒヤセンスの根をぬいたりいたしました。自動
車のシートをこわした事もとても悲しいと思ひ
ました。そうした出来事も私共の考えがたりな
い。もっとやすみの前にはその心が入ると思ひ
ました。
池田みき子様、佐々利夫人と松浦夫人（来年
の入園希望者）の参観がありました。
十一月二十五日（木）　晴れ　「感謝祭」
八時半頃よりボツボツお母様方御見えになる。
一組の坊ちやん達二つに別け、一つは銀行屋さ
ん、一つは八百屋のおやぢさん、他はお金を作
り、ユリちやんのお財布屋より財布をもとめて、
八百屋のお買物。皆ほんとによく遊ぶ。十時ク
ラスにて評価をなし、一同礼拝をする。つづい
て遊戯、人形芝居、芝居の後に、有志のお母様
方の心のこもつているサンドウィッチ、スープ、
御食後をいただき、十二時頃自由にサヨナラを
する。（お母様出席四十名）
石鹸、講演会切符、映画の夕（社会事業）等
の広告をす。
感謝祭に向けて八百屋ごっこを通して、保育
者は悩みながらも日々準備を進めている様子が
うかがわれます。そんな中でも自動車の制作が
続き、自然と関わる姿があり、子どもの活動の
自由度の高さが見てとれます。また、母親たち
が積極的に参加する様子も伺われます。母の会
は既に（1914年、大正13）発足しています。
1939（昭和14）年、英、仏は独に対して宣戦
し、第 2 次世界大戦が勃発しました。その年の
保育日誌からは、戦争の暗雲の中で独自の保育
を展開する様子が見られます。
幼稚園外観（ 1階）　 2階は伝道館（1932年に新築） おままごとのへや
一、奏楽　
一、光や雨　　
一、メリーＸマス　
一、もろびとこぞりて　
一、ピカピカお星様　
一、聖句暗唱　
一、お星がひかる　
一、聖句暗唱　
一、同
一、神の御子のエス様
☆　　　　　☆　　　　　☆　　　　　☆　　　　　☆　　　　　☆
1939年12月20日　「めでたいめでたいクリスマス」プログラム
（注：二部構成のようである） 
一、英語のうた　
一、ふくろうのクリスマス　
一、劇　
一、ダンス　　　永井道子　
一、大寒小寒　
一、まんまるまあちやん　
一、小さい指　
　　　　賜物　
一、赤い帽子
　　　　サンタクロース
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昭和十四年十二月十九日（火曜日）　晴天
朝食前にうさぎと鳩の世話をすませる。朝か
らトウシャバンをしたり、あわただしい。ずっ
と出席がへる。風邪が多い。明日沢山に出席が
出来る様祈る。桃子が今日は九時にまにあった。
兵隊のため、出征家族のための玩具が沢山に
あつまる。あたたかい心がうれしい。午後から
明日の用意に六時までかかってして居た。
万事ＯＫ。大きなクリスマスツリーも美しい。
お母様方はハンケチを子供へのプレゼントを包
んで下すった。与へる事のうれしいクリスマス
なれかしと祈る。
のし餅の換券も　　　　お正月のはじまる
出来る。　　　　　　　知らせ。
十二月二十日（水曜日）九時半　晴天
めでたいめでたいクリスマス
（プログラムは左頁下参照）
金魚はチリ箱に半数入れ、鳩、花瓶、帳面。（注：
冬休みに入る片付けのようだ）二の組、額、ク
リスマスの絵をはる。子供たちの手でつくった
のをさし上げました。御母様のサンタクロース　
福ちやんが驚いたようす。皆うれしさう。御母
様のつくったハンケチの様々なものがたりが楽
しみですね。
慰問袋七、長野、桧山、小島、武田、後藤、
坪野、山本に送りました。出征遺家族には玩具
とのしもち一枚　二十五家族。そして青楓寮と
幼稚園の小使にも一枚つつ差し上げました。う
くるより与ふるは幸いなりのよいクリスマスで
した。
この後、戦争はますます激しくなり、1944
（昭和19）年 8 月に幼稚園はやむなく休園とな
り、最初の園舎時代から保育に携わった福島寿
美江先生が退職しました。11月に戦時保育所が
開設されましたが、翌年 3 月の大空襲で辺りは
焼け野になって保育所も閉鎖に追い込まれまし
た。その間の保育日誌は残っていませんが、厳
しい状況の詳細が宮崎千恵子（旧姓高橋）先生
によって『史料室だより』№32（1989年）に記
されています。
1945（昭和20）年 8 月終戦を迎え、21年 6 月
幼稚園が再開しました。平和な時代の穏やかな
保育の一日を1951（昭和26）年の保育日誌より
見てみましょう。
昭和二十六年一月十六日（水）
昨日の休みに出初式に行った茂ちゃん、消防
自動車の話をいろいろと面白くしてくれた。朝
の時間、凧作りにいろいろたのしかった。英裕
ちゃん、茂ちゃん共に自分の意見を主張して、
自分一人で各々の凧を作り上げた。その自信の
あること。そして、確信あるものに対しては非
常に熱心に製作することを知ることが出来た。
ひでひろちゃんの凧　　しげるちゃんの凧
　
礼拝のあとの輪の時、おもちつき、凧上げ、
羽根つきなどリズムに合わせて、興味深い一時
だった。クラスに入ってから、スクルトン先生
から英語を教えて頂いた。久し振りの英語で
あったけれど子供達が以前より注意深く又興味
深く一生懸命であった姿をみて、本当にその成
長を嬉しく思った。その後製作をした。朝の仕
事の続きとかるた作りをした。お正月の思い出
がかるたにも面白く絵として又言葉となって現
卒園記念（1939年？）
後列の教員：左より長野静江、（ 4人おいて）小野直一園長、
レーマン、湯浅治子、福島寿美江
くりすます　年長組（1952年）
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東洋英和幼稚園 歴代園長 ２　旧園舎（二番地）時代（1932-1962） （☆印は幼稚園師範科主任または保育専攻部主任　と兼任　☆以外は　校長または院長と兼任）
レーマン
☆
ハミルトン 小野直一
脇山司家太☆功刀嘉子
安井
てつ
功刀
嘉子
長野　彌
1932
(主任)
福島寿美江 1944
(主任)
高橋千恵子 1955
(主任)
黒田成子 1961.3
1934 1938.1 1941・1942 1944・1944.8×1946.6 1948 （1962）
（1944.11～　戦時保育所） 
1932年　園舎移転（鳥居坂町二番地） 1944.8～1946.6　休園 1961年　追分キャンプ開始
☆
（史料室　作成）
はれた。玲子ちゃん「サザエさん」のかるたを
家より持って来て、自分が讀み手となり、みな
が取って遊んだ。
小さいクラス、リズムがとても上手になった
様に思える。全体にリズミカルであると思うけ
れども、特に年少組のリズムで感じた。お餅つ
きの新しい歌を教えて、年長組も氷滑り、スケー
トの新しい歌を教えた。愉快にリズムにのって
肩を動かし、何ともその姿は幸福に見えた。
教師会、一時頃から事務所で開かれた。まず、
今学期の大きなプランを杉山先生からスクルト
ン先生に申し上げた。のち、来週からする今学
期の大きな単元「消防」の保育案を申し上げ
た。不充分の所をいろいろと教えて下さり、私
共にサジェスチョンを与え下さった。感謝であ
る。必要な所は今一度考えたいと思う。何か話
を伺っているうちにいろいろと想像してたのし
くなった。出来得るだけの用意をし、消防の単
元に入りたい。～以下省略～
この保育日誌の表紙の裏に「美しき友の筆を
ばかえりみて　心に記さん新しき頁　千恵子」
と書かれています。保育主任の高橋千恵子先生、
宣教師のスクルトン先生の指導の下、保育者た
ちが心合わせて保育に勤しむ姿が伺われます。
朝の自由作業（遊び）では、子どもたちは思い
思いに自分の遊びに没頭し、保育者が温かく見
守り支えています。その後の集まりでは、保育
者が十分に準備した指導の下で歌やリズムが楽
しく展開しています。英語の学びは戦前から行
われていたようです。子どもの家での経験や季
節の体験を柔軟に取り入れて、幸福で豊かな一
日と言えるでしょう。
高橋千恵子先生（1943年から1955年まで勤
務）の後、アメリカで学びを重ねた黒田成子先
生が保育主任となり（1955年から1961年）、様々
な改革がなされます。詳細は『東洋英和幼稚園
八十年の歩み』に記されています。（ｐ.80～
91）以下はより詳しく分析的になった1960（昭
和35）年の保育日誌です。
昭和35年 2 月 4 日（木）　晴れ　欠席者：弘
和（風邪）
（注：クラス別に記されている。4 歳児クラス）
9 ：00お菓子屋　10：50新しく作った歌を歌う　
11：00リズム　11：30お弁当　12：15礼拝
自由（注：自由遊びの時間のこと）
お菓子がきれいに棚にかざってあったので、
女児はすぐ積み木をもってきて店を作った。そ
こにケーキ類を並べて牛乳ビンのふたをお金に
し、昔牛乳ビンのふたの上にかぶせていた新し
い紙がたくさんあるのでその束をおさつにし
て、売屋ごっこが始まった。売屋はけいこ、宏
子、康子、恵美子、朋子、あおい、買手は由利
栄、るみ子、佐代、弘子、典子、通宏で、□□
子は売屋にまわったり買手になったりしている
が、どこでもあまり歓迎されない。智子は工場
でお菓子を作った。女児全部でしているので
とてもにぎやかだ。そのうち、けいこ、やす
こ、宏子が中心に「いらっしゃい、いらっしゃ
い、いらっしゃい、さあいらっしゃい、さあい
らっしゃい、いらっしゃい」と歌い出した。そ
こに通宏が「ちょうだいナ」と一定のふしで買
先生方（1960年？）
前列：長野彌園長、黒田成子、荒牧富士子
後列：長崎祐子、椚乙女子、四方裕子、福田香代子
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東洋英和幼稚園 歴代園長 ３　現在地移転後（1962‒2014） （園長名のうち＊印は専任園長。長野彌・石井次郎氏は院長と　兼任。小谷洋一氏は園長事務取扱で事務局長と兼任）
(主任)
荒牧富士子
（1962）
1962年　園舎移転（小学部敷地内現在地へ） 1994年　『東洋英和幼稚園八十年の歩み』刊行
長野　彌 ＊荒牧富士子 ＊藤野敬子
石井次郎 ＊大伴栄子
＊丹羽輝子 ＊大伴栄子
＊森
　真理 ＊鈴木法子
小谷洋一
1972・1973 2011・20121985・1986 1990 現在1997 2009
（史料室　作成）
いに来た。まとめると歌になるのでそっと書き
とっておき、皆に言うと次をつけて一つの曲に
した。売手と買手の拍子が違うので（三拍子と
二拍子）間奏を入れるとよくなると思う。
男児は時々部屋に入ってきてお菓子を買って
は外に出ていった。外でワゴンの車が取れたと
いって修理していた。「先生、時々お腹がすく
とお菓子屋さんでお菓子を買ってくるんだよ」
とポケットの中からお金を出してみせる。
お菓子屋さんごっこは十一時前まで続いた。
こんなにもよくあきずにできると思う位に、同
じメンバーで買ってはまた返しに来て続けてい
た。一学期頃にしたお店ごっことは又異なった
面白さがあった。
「お店屋さん」のキンダーブックの中からパ
ン屋さんの頁をあけてみせるといろいろ発言す
る。「ああいいなー、これデコレーションケー
キだ」「たべたいなー」などといっている。話
題はあまり変化のあるものではないが、皆が興
味をもっているという点で、小さい単元活動と
しての材料にパン屋、お菓子屋などは適当と
思った。
××子：みなに好かれる。なぜなら××ちゃ
んは一番可愛いからだという。従ってどこにで
もいって遊んでもらえるので、時々このままで
は自分からあそびをつくることがむずかしくな
るのではないかと思う。
＊＊子：この頃調子が崩れて子どもっぽい。
秀雄、義則と三人で自覚なしにふざけたり乱し
たりして、保育活動は一さい面白くないという。
～以下省略～
より深く子どもを観察し記録しています。毎
日、 2 ， 3 人の子どもを取り上げ、その日や最
近の様子を記しています。この時の単元は「お
菓子とパン」で、子どもの創造性と保育者の創
造性がうまくかみ合って、弾むような楽しさが
伝わってきます。単元活動は以前からも行われ
ており、開園当初はプロジェクト・メソードを
取り入れていたと言いますから、こうしたテー
マのある保育もその時々に少しずつ変化してい
るものと思われます。しかし、基本姿勢は変わ
りなく、保育者の思いが先行するのではなく、
子どもの興味や関心に沿い柔軟に進められてい
ます。
おわりに
紙面に限りがあり詳しく取り上げることがで
きませんでしたが、宣教師の先生方や短大保育
科（以前は保母養成所）の先生方との連携、そ
こから得られる学びが保育を豊かなものへと導
いています。また、日曜の礼拝や毎日の礼拝が
保育の根底を支えていることは言うまでもあり
ません。
日誌は時々の保育者が交代で全体を記し、あ
るいはクラスごとに同じ保育者が記しています。
当然のことながら、保育者によって視点が異な
り、解釈の深さにも違いがみられました。しか
し、全体として伝わる保育者の温かな眼差しと
保育に対する真摯な姿勢、そして、子どもの生
き生きとした姿と成長への力はどの日誌からも
読み取ることができました。
今、日本の幼児教育は制度が変わり、大きな
転換期を迎えようとしています。しかし、本稿
でみたようにどんなに社会が変化しても神様に
信頼をおき、一人ひとりの子どもを尊重し、自
由の中で創造性を育み、周囲の自然と社会に目
を向ける保育は、創立100年を経た今も脈々と
続いていることを深く覚えます。神様の栄光を
現わす幼稚園としてさらなる発展を心からお祈
りしています。
（前東洋英和幼稚園園長）
